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  ５月はウガンダでは年間２回ある雨期の終盤です。ただ雨の間に晴れ間が広がる

日もあり、気温も２５度程度で快適です。 

 

 

【大使館に鯉のぼりを飾りました】 

 

先月のこのコラムでは、ウガンダの憲法を紹介しました。今月は憲法といわば表裏

一体をなす選挙、特に国のリーダーを選ぶ大統領選挙が 1962 年の独立以降どのよ

うに行われてきたのかを紹介したいと思います。 

 

独立以降の選挙の歴史を私は下記の 3 つの時期に分けてみました。この分け方が

妥当かどうかはわかりませんが、私なりの理解です。この分け方にしたがって説明し

たいと思います。 

 

１． 独立から 1980 年まで 

２． 1995 年の新憲法制定後の選挙 

３． 2006 年選挙：現在の選挙制度ができあがる 

 

１．独立から 1980 年まで 

1962 年のイギリスからの独立に際して第 1 回の大統領選出が行われました。当時

の状況から国民による大統領選挙は行われませんでした。独立達成後のウガンダは

ウガンダ人民党(Uganda People’ Council: UPC)とブガンダ王政党(The King Alone)の

連立統治でした。当時の議会が初代大統領と首相を選出しましたが当時のウガンダ

国内の政治状況を反映したいわば権力の分割といえる結果でした。こうして初代エド

ワード・ムテサ 2 世大統領（ウガンダ内の最大の王国であったブガンダの国王。ブガ

ンダ王政党を率いる。）とミルトン・オボテ首相（UPC）が誕生しました。 



 第 2 代大統領には初代首相を務めたミルトン・オボテ首相が大統領に就任しました

がそれ以降、イディ・アミン時代に代表される混乱期が続きます。民主的な手続きに

よる国のリーダー選出の機会はなかった時期であるといえます。 

1980 年、制限的ながら第 2 回目の大統領選挙が実施されました。この際の主要な

政党は初代首相であり初代大統領でもあるミルトン・オボテが率いるＵＰＣ、ポール・

セセンモゲレ(Dr. Paul Ssemogerere)の民主党(Democratic Party: DP)でした。選挙の

結果、UPC の勝利が宣言され、ミルトン・オボテが再び大統領に就任しました。これは

20 年近い混乱期を脱して新たな政体確立を目指したものといえます。しかし他政党、

ウガンダ愛国運動(Uganda Patriotic Movement、ムセベニ現大統領が率いていた）、

保守党(王党派の流れを組む政党)など野党は選挙が不正なものであったとして結果

を受け入れませんでした。よって現在にいたるまで 1980 年の大統領選挙の歴史的な

評価は低いといえます。実際にこの選挙を否定したのがきっかけとなり再びウガンダ

は 5 年にわたる内戦状態となりました。ムセベニ現大統領の勢力は、森にこもり政権

奪取の運動を始めたことからブッシュ・ウォー（Bush War）と呼ばれています。逆に、

1980 年選挙が現在のムセベニ政権成立に導くきっかけとなったと見ることもできます。

したがって 1980 年の選挙はその後の歴史の分岐点となったことは否定しがたいので

はないでしょうか。なお、ブッシュ・ウォーを戦う過程で形成されたのが現在の政権与

党である国民抵抗運動（National Resistance Movement: NRM）です。 

 

２． 1995 年の新憲法制定後の選挙 

ムセベニ政権は、ウガンダ 4 代目となる憲法を 1995 年に制定しました。このことは

4 月号のコラムでもふれました。この新憲法に基づいて 1996 年 5 月にウガンダ史上

初めて国民の直接投票が実施され大統領を選出しました。ただし、1995 年の憲法で

は複数政党制を認めておらず 5 年以内にウガンダの政治体制を決めることとされて

いました。このためすべての大統領候補者は無所属とされていたのです。 

選挙の結果は次のとおりです。（選挙管理委員会の発表による） 

当選：ムセベニ大統領(投票率 74.2% 442 万票) 

次点：ポール・ソモゲレレ(Paul Ssemogerere)（得票率 23.7%、141 万票) 

2001 年 3 月には新憲法後 2 回目となる選挙が行われました。選挙の結果は次の

とおりです。（選挙管理委員会の発表による） 

当選：ムセベニ大統領（得票率 69.3%、512 万票） 

次点：キザ・ベセジ（Dr. Kizza Besigye）(得票率 27.8％、205 万票) 

 

 



 

【エンテベにある大統領府：State House】 

 

３． 2006 年選挙：現在の選挙制度ができあがる 

先月のコラムでもふれたとおり、2005 年に議会は大統領の任期制限を撤廃しまし

た。また国民投票で複数政党制導入を決定したのも 2005 年です。これらの動きによ

り、現在のウガンダの選挙制度ができあがりました。 

2006 年に行われた大統領選挙、議会選挙は複数政党制の下でウガンダで行われ

た 20 年以上ぶり(1980 年以来)のものとなりました。この選挙は、現在も与党である国

民抵抗運動（National Resistance Movement: NRM)が他の政党と競わなければならな

いこととなった最初の選挙でもあったわけです。 

2006 年以降の選挙の結果は以下のとおりです。（選挙管理委員会の発表による） 

2006 年 2 月選挙 

当選：ムセベニ大統領（得票率 59.2%、410 万票） 

次点：キザ・ベセジ(得票率 37.3％、259 万票) 

 なお、ウガンダ最高裁判所は 2006 年 4 月に 2 月の大統領選挙は自由で公平では

なく選挙委員会は法律に従った選挙運営を行わなかったとの判断を裁判官全員一致

の判決を下している。しかしこの判断は選挙全体を無効とするものではなかった。 

2011 年 2 月選挙 

当選：ムセベニ大統領（得票率 68.3%、542 万票） 

次点：キザ・ベセジ(得票率 26.0％、206 万票) 

3 位：ノルバート・マオ（DP）（得票率 1.8％、14 万票） 

2016 年 2 月選挙 

当選：ムセベニ大統領（得票率 60.6%、597 万票） 

次点：キザ・ベセジ(得票率 35.6％、350 万票) 

2021 年 2 月選挙 

当選：ムセベニ大統領（得票率 58.3%、604 万票） 



次点：ボビー・ワイン（Bobi Wine, Kyagulanyi Sentamu Robert）(得票率 35.0％、363 万

票) 

 

４．主なムセベニ大統領の対抗候補 

現職のムセベニ大統領は上記のように 6 回連続して高い得票率を得て当選してい

ます。複数政党制度が採用された 2006 年の選挙以降も 4 回連続となります。以下で

はこれまで大統領選挙を戦った主な対立候補をご紹介します。 

●キザ・ベセジ 

・医師でありムセベニ率いる UPM に参加。内戦中はムセベニ大統領の主治医を務め

る。 

・1990 年 NRM 内でムセベニ党首を批判、対抗。2001 年大統領選挙より 4 度の大統

領選挙に立候補、いずれも次点。この間、ウガンダ国内では投獄等を経験、国外生

活を送った時期もある。 

●ボビー・ワイン 

・歌手として活動、ウガンダ国内で人気を得る。2017 年国会議員に当選。 

・2021 年大統領選挙に立候補するも次点。 

●ノルバート・マオ（現司法大臣） 

・ウガンダで最も歴史のある DP 党首を 2010 年から務める。 

・2011 年、2021 年の大統領選挙に立候補するも落選。 

・2022 年 7 月、NRM と DP の連携協定に署名。以降ムセベニ政権内で司法大臣を務

める。 

 なお、ウガンダでは政党は独立以降紆余曲折を経ながらも存在を続けています。そ

の特徴は政党結成の背景にあるのは人種又は宗教でありイデオロギーではないこと

だと思います。ウガンダ社会は地縁や血縁、また実利を重んじる風土があるのではな

いでしょうか。 

 

（以上） 


